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陽
気
ぐ
ら
し
世
界
へ
向
か
っ
て

　
　
　
　
　
　

新
た
な
年
が
幕
開
け

　

謹
ん
で
立
教
百
八
十
二
年
の
新
春
の
ご
祝
辞
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
縦
の
教
会
系
統
の
活
動
と
共
に
、
福
島

教
区
の
横
の
地
域
活
動
の
上
に
も
並
々
な
ら
ぬ
お
力

添
え
を
賜
り
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
長
年
使
用
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
教
職
舎
（
婦
人
会
棟
・
青
年
会
棟
な
ど
）

の
解
体
ひ
の
き
し
ん
の
上
に
、
大
勢
の
方
々
が
ご
参

集
下
さ
り
、
一
人
ひ
と
り
の
真
実
の
お
力
添
え
で
取

り
壊
し
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　

　

昨
年
一
年
、
時
旬
の
御
用
の
上
に
ご
尽
力
ご
丹
精

を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
、
改
め
て
厚
く
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
年
は
元
号
が
「
平
成
」
か
ら
「
新
た
な
元
号
」

に
か
わ
り
新
時
代
を
迎
え
ま
す
。

　

教
区
管
内
の
上
で
も
、
人
事
変
更
の
時
期
と
な
り
、

４
月
１
日
か
ら
は
新
人
事
で
教
区
活
動
が
ス
タ
ー
ト

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
『
天
理
時
報
』
の
普
及
推
進
活

動
が
昨
年
か
ら
積
極
的
に
始
ま
り
、
福
島
教
区
で
も

今
年
４
月
２
日
に
教
区
祭
に
合
わ
せ
て
「
天
理
時
報

普
及
推
進
大
会
」
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

教会数　　123 ヶ所

布教所数　110 ヶ所

よふぼく数　3378 人

       （R180.8 末現在）

謹
賀
新
年

す
。
そ
の
大
会
に
向
け
て
、
各
教
会
と
も
、せ
め
て
『
天

理
時
報
』
を
１
部
増
加
し
よ
う
と
道
友
社
の
社
友
を

中
心
に
声
を
か
け
合
っ
て
、
今
、
進
め
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
最
中
で
あ
り
ま
す
。

　

婦
人
会
の
上
か
ら
は
、
来
年
４
月
19
日
に
「
婦
人

会
創
立
一
一
〇
周
年
記
念
総
会
」
を
迎
え
る
に
当
り
、

今
年
５
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
各
地
域
で
「
婦
人
会

員
決
起
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
る
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
教
会
本
部
の
親
心
と
教
区
管
内
の
皆
様

方
の
真
実
で
進
め
さ
せ
て
い
る
福
島
教
務
支
庁
の
新

し
い
教
職
舎
が
完
成
す
る
喜
び
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　

本
年
一
年
も
、
教
区
、
各
支
部
、
各
部
各
会
の
そ

れ
ぞ
れ
の
活
動
の
上
に
、
ご
尽
力
ご
丹
精
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。
何
卒
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
区
長　

平
澤
勇
一

３
月
28
日　

春
の
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り

４
月
29
日　

全
教
一
斉
ひ
の
き
し
ん
デ
ー

６
月
３
日　

婦
人
会
総
会

７
月
14
日　

基
礎
講
座
福
島
テ
ル
サ
で
開
催

４
月
２
日
（
火
）
午
前
10
時
よ
り

　
　
　
　

福
島
教
区　

教
区
祭
執
行

　
　
　
　

天
理
時
報
普
及
推
進
大
会
開
催

福
島
教
区
本
年
前
半
の
主
な
行
事
予
定
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教
務
支
庁
教
職
舎
ふ
し
ん
地
鎮
祭
執
行

　

10
月
2
日
、
教
区
祭
典
終
了

後
、
教
務
支
庁
教
職
舎
ふ
し
ん

の
地
鎮
祭
が
雅
楽
が
鳴
り
響
く

中
、
厳
か
に
執
行
さ
れ
た
。

　

９
月
26
日
、
本
部
神
殿
で
「
お

願
い
づ
と
め
」
を
つ
と
め
、
お

運
び
に
よ
っ
て
理
の
お
許
し
を

戴
い
て
、
こ
の
吉
日
を
迎
え
た
。

　

ま
ず
、
教
区
役
職
者
、
工
事

関
係
者
、
建
築
予
定
地
が
祓
い

清
め
ら
れ
た
後
、
平
澤
勇
一
・

教
区
長
が
玉
串
奉
献
、
祭
文
を

奏
上
し
、
事
の
由
を
神
様
に

申
し
上
げ
た
。
そ
の
後
、
教
区

の
役
職
者
と
工
事
関
係
者
ら
が

玉
串
を
あ
げ
、
最
後
に
、
教
区

ふ
し
ん
担
当
・
荒
井
忠
弘
主
事

と
工
事
関
係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
鍬

入
れ
を
行
い
、
工
事
の
無
事
を

祈
っ
た
。

　

工
事
は
旧
神
殿
廊
下
新

築
及
び
事
務
所
一
部
改
修

か
ら
進
め
ら
れ
、
12
月
に

は
完
了
し
た
。　

続
い
て
、

ト
イ
レ
の
改
修
工
事
へ
と

進
め
ら
れ
、
こ
の
1
月
に

は
男
女
別
の
新
し
い
ト
イ

レ
が
既
存
の
場
所
に
完
成

す
る
予
定
。

　

一
方
、
瓦
葺
き
平
屋
建

て
教
職
舎
の
新
築
工
事
の

方
は
、
駐
車
場
の
塀
や
隣

接
と
の
境
界
線
の
問
題
が

生
じ
、
ご
本
部
と
の
相
談

と
建
築
確
認
申
請
の
関
係

に
よ
り
、
予
定
よ
り
多
少

遅
れ
、
竣
工
も
3
か
月
ほ

ど
遅
れ
る
見
込
み
と
な
っ

た
。

　

工
事
期
間
中
、
教
区
管

内
の
皆
様
方
に
は
大
変
ご

不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま

す
が
、
ご
理
解
と
ご
了
承

の
程
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

教務支庁教職舎ふしんの様子（１月２日撮影）

旧神殿廊下新築（玄関からの様子） 旧神殿廊下新築（新教職舎へ繋がります）
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青年会

「
天
理
教
青
年
会
創
立
100
周
年
記
念
総
会
」
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

約
３
万
人
が
参
集

　

10
月
28
日
（
日
）
、

本
部
中
庭
で
「
天

理
教
青
年
会
創
立

100
周
年
記
念
総
会
」
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
た
。

 

青
年
会
で
は
、
100
周
年
を
迎

え
る
こ
の
旬
を
「
白
紙
に
戻
り

一
よ
り
始
め
る
旬
」
と
し
て
創

立
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
一
人

ひ
と
り
が
布
教
と
求
道
に
励
ん

で
き
た
。
そ
し
て
、
記
念
総
会

を
例
年
の
27
日
開
催
か
ら
変
え

て
日
曜
日
に
す
る
と
し
、
一
人

で
も
多
く
の
会
員
が
寄
り
集

い
、
100
周
年
活
動
の
集
大
成
と

し
て
す
る
と
し
て
お
り
、
会
員

を
は
じ
め
約
３
万
人
が
参
集
し

た
。

　

総
会
の
席
上
、
中
山
大
亮
・

青
年
会
長
は
、
こ
れ
ま
で
の
活

動
を
労
っ
た
う
え
で
、
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
切
る
う
え
で
大
切

な
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
あ
げ
、

「
自
主
性
」
「
楽
し
む
」
「
世
界

だ
す
け
」
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。

　

な
お
、
前
日
に
は
「
100
フ
ェ

ス
」
と
称
し
て
、
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
が
催
さ
れ
、
若
い
熱
気
が

お
ぢ
ば
周
辺
に
満
ち
溢
れ
た
。

牛
坂
直
之
・
福
島
教
区
青
年
会

　
　
　
　

委
員
長
の
コ
メ
ン
ト

　

福
島
教
区
青
年
会
で
も
、「
一

人
で
も
多
く
の
動
員
を
」
と
の

青
年
会
長
様
の
思
い
を
受
け
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
27
日
～
29
日

の
日
程
で
車
を
出
し
、
３
名
の

参
加
者
で
帰
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
道
中
も
楽
し
く
賑
や

か
に
過
ご
し
、
前
夜
祭
に
も
間

に
合
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

お
陰
様
で
、
微
力
な
が
ら
も
思

い
に
お
応
え
出
来
た
こ
と
を
本

当
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

トイレ改修（外観）

トイレ改修（内装） 事務所改修（応接セット）

事務所改修（奥に広がりました）
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道の
教職員の集い

「
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
」
に
１
名
参
加

　

10
月
20
日
（
土
）

～
21
日
（
日
）
、「
道

の
教
職
員
の
集
い

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
」
が
山
形

市
の
「
ヒ
ル
ズ
サ
ン
ピ
ア
山
形
」

に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

山
形
教
区
担
当
で
会
員
21
名
と

本
部
講
師
・
村
山
真
一
先
生
（
道

の
教
職
員
の
集
い
運
営
委
員
長

／
天
理
小
学
校
）
、
教
区
講
師
・

會
田
昌
伸
氏
を
加
え
て
計
23
名

の
盛
会
で
し
た
。
福
島
教
区
（
古

川
善
一
代
表
世
話
人
）
か
ら
は

１
名
の
参
加
で
し
た
。

　

１
日
目
は
村
山
先
生
の
講

話
。
路
傍
講
演
の
お
話
や
、「
育

て
る
工
夫
と
育
て
る
努
力
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
活
動
し
て
い
る

集
い
の
今
後
に
つ
い
て
お
話
し

さ
れ
た
。
続
い
て
懇
親
会
。
山

形
楽
奏
の
雅
楽
に
よ
る
歓
迎
の

演
奏
で
幕
開
け
、
和
気
あ
い
あ

い
の
ム
ー
ド
で
し
た
。

　

2
日
目
は
會
田
氏
の
「
天
理

時
報
活
用
と
多
目
的
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
」
の
お
話
し
で
、
ご
自
身

の
体
験
を
ふ
ま
え
て
、
「
天
理

時
報
を
活
用
す
る
こ
と
で
助
か

る
人
が
い
た
こ
と
、
そ
し
て
、

「
天
理
時
報
」
を
読
み
合
わ
せ

て
ね
り
あ
っ
た
り
と
い
う
活
用

法
を
紹
介
す
る
な
ど
、
大
変
有

意
義
に
過
ご
し
ま
し
た
。

　

大
会
終
了
後
は
、
野
外
研
修

と
し
て
斎
藤
茂
吉
記
念
館
の
見

学
と
な
り
、
8
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

山
形
市
内
の
夜
景
と
紅
葉
の

蔵
王
山
麓
が
す
ば
ら
し
い
添
え

花
の
山
形
大
会
で
し
た
。
次
回

は
秋
田
教
区
担
当
で
す
。　
　

　
　
　
　

 
 
 

　
　

 

（
Ｈ
・
Ｉ
）

厚生部

厚
生
部
研
修
会

　

「
Ｔ
Ｆ
Ａ
式
イ
ラ
イ
ラ
し
な
い
子
育
て
講
座
」
開
催

　

10
月
2
日
、
厚

生
部
（
齊
藤
容
久

部
長
）
で
は
、
教

務
支
庁
で
研
修
会
を
開
催
し
、

教
区
役
職
者
を
を
は
じ
め
、
31

名
が
参
加
し
た
。

　

今
回
は
、｢

家
族
の
お
さ
ま

り
」
実
現
の
一
助
に
し
て
ほ
し

い
と
の
思
い
か
ら
、
山
崎
栄
慈

先
生
（
渕
和
分
教
会
長
・
里
親

連
盟
委
員
）
を
お
招
き
し
、「
Ｔ

Ｆ
Ａ
式　

イ
ラ
イ
ラ
し
な
い
子

育
て
講
座
」
と
題
し
て
お
話
し

い
た
だ
い
た
。

　

Ｔ
Ｆ
Ａ
（
天
理
教
里
親
子
育

て
ア
プ
ロ
ー
チ
）
と
は
、
天
理

教
里
親
連
盟
が
中
心
と
な
っ
て

お
道
独
自
の
養
育
法
を
ま
と
め

た
も
の
で
、
里
子
だ
け
で
な
く

一
般
の
子
育
て
に
も
使
え
る
と

い
う
も
の
。
今
回
は
、
時
間
の

制
限
も
あ
り
、
そ
の
一
部
を
紹

介
す
る
形
で
お
話
い
た
だ
い

た
。
先
生
は
、
里
親
と
し
て
の

経
験
も
交
え
な
が
ら
、
親
と
し

て
子
供
に
接
す
る
際
の
言
葉
や

態
度
、
そ
し
て
そ
の
時
の
子
供

の
心
理
を
軸
に
、
日
々
の
具
体

例
を
あ
げ
て
分
か
り
や
す
く
教

え
て
い
た
だ
い
た
。

　

受
講
者
か
ら
は
、
「
す
ご
く

勉
強
に
な
り
ま
し
た
」
と
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
た
。
（
Ｎ
・
Ｓ
）
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基礎講座

　

11

月

18

日

(

日)

、
い
わ
き
ラ

ト
ブ
を
会
場
に
、

「
天
理
教
基
礎
講
座
」
が
開
催

さ
れ
、
未
信
者
２
名
を
含
む
32

名
が
受
講
し
た
。
今
回
は
、
杉

澤
元
和
先
生
（
若
會
分
教
会
長
）

が
講
師
を
勤
め
ら
れ
、
ビ
デ

オ
と
講
話
を
通
し
て
、
基
礎
教

理
を
分
か
り
や
す
く
お
説
き
下

さ
っ
た
。

「
天
理
教
基
礎
講
座
」
（
い
わ
き
会
場
）
開
催

 学生担当
　　　委員会

　

今
回
で
27
回
を
数
え
た
基
礎

講
座
（
福
島
会
場
）
。
累
計
で

942
名
の
方
が
受
講
さ
れ
、
１
回

平
均
で
35
名
弱
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
未
信
者
の
方
も
94
名

と
な
っ
て
お
り
、
受
講
者
の
１

割
の
方
が
未
信
者
と
い
う
統
計

と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
昨
年
か
ら
、
教
区
会

場
か
ら
ス
タ
ッ
フ
を
派
遣
し
て

近
隣
教
区
で
も
開
催
す
る
と
い

う
動
き
が
出
て
お
り
、
長
野
、

千
葉
、
山
口
の
各
教
区
で
も
基

礎
講
座
が
開
催
さ
れ
た
。
福
島

教
区
で
も
会
津
支
部
で
初
開
催

さ
れ
、
今
年
は
耶
麻
支
部
（
喜

多
方
市
）
と
安
達
支
部
（
二
本

松
市
）
で
初
め
て
開
催
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。
身
近
な
と

こ
ろ
で
開
催
さ
れ
る
の
で
、
布

教
の
手
立
て
と
し
て
是
非
ご
活

用
い
た
だ
き
た
い
。　

（
Ｋ
・
Ｋ
）

　

学
生
担
当
委
員

会(

杉
澤
元
和
委

員
長
）
で
は
、
11

月
2
日(

金)
、
福
島
教
務
支

庁
を
会
場
に
、
「
学
生
層
育
成

者
講
習
会
」
を
開
催
。
教
区
役

職
者
を
は
じ
め
、
25
名
が
参
加

し
た
。

　

当
日
は
、
清
水
慶
政
先
生
（
学

生
担
当
委
員
会
委
員
・
兵
神
大

教
会
長
）
が
講
話
。
お
道
を
通

「
学
生
層
育
成
者
講
習
会
」
開
催

る
学
生
を
育
て
る
３
つ
の
ポ
イ

ン
ト
、
「
信
仰
の
喜
び
を
相
手

に
う
つ
す
」
「
き
ち
ん
と
向
き

合
う
」
「
き
ち
ん
と
教
え
る
」

に
つ
い
て
、
実
例
を
交
え
な
が

ら
分
か
り
や
す
く
お
話
し
く
だ

さ
れ
た
。

　

な
お
前
日
に
は
、
教
区
委
員

が
今
後
の
つ
と
め
方
に
つ
い

て
、
清
水
委
員
を
囲
ん
で
ね
り

あ
い
を
持
っ
た
。
（
Ｍ
・
Ｓ
）
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婦人会

「
教
区
母
親
講
座
・
婦
人
の
集
い
」
開
催

　

去
る
11
月
30
日
（
金
）
、
福

島
教
区
婦
人
会
（
平
澤
栄
美

主
任
）
で
は
、
「
教
区
母
親
講

座
・
婦
人
の
集
い
」
を
福
島

教
務
支
庁
で
開
催
し
、
39
名
が
参
加
し
た
。

　

ま
ず
、
山
崎
栄
慈
先
生
（
渕
和
分
教
会
長
・

里
親
連
盟
委
員
）
を
講
師
に
「
母
親
講
座
」

が
行
わ
れ
た
。
テ
ー
マ
は
「
Ｔ
Ｆ
Ａ
式　

イ
ラ
イ
ラ
し
な
い
子
育
て
」
。
子
育
て
に
悩

ん
で
い
る
親
御
さ
ん
が
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て

子
ど
も
を
怒
鳴
っ
た
り
、
叩
い
た
り
せ
ず
、

子
ど
も
と
上
手
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
り
な
が
ら
、
効
果
的
に
し
つ
け
を
行

う
た
め
の
、
役
立
つ
「
子
育
て
の
コ
ツ
」

を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

　

今
回
は
そ
の
中
の
、
「
子
ど
も
と
上
手
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
コ
ツ
」
と
、

「
子
ど
も
を
上
手
に
ほ
め
る
コ
ツ
」
を
話
さ

れ
た
。
子
供
を
し
つ
け
る
の
で
は
な
く
、

根
気
よ
く
諭
し
た
り
話
し
た
り
し
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
と
い
う
こ
と

を
実
際
に
演
習
を
交
え
な
が
ら
学
ん
だ
。

ま
た
、
「
人
を
ほ
め
る
こ
と
は
自
分
を
ほ
め

る
こ
と
に
な
る
。
」｢

『
当
た
り
前
』
を
喜
び
、

感
謝
す
る
心
・
陽
気
ぐ
ら
し
の
心
を
育
む

に
は
『
愛
着
関
係
』
を
し
っ
か
り
形
成
す

る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
」
と
話
さ
れ
、
最

後
に
、
「
子
育
て
は
未
来
を
作
る
尊
い
親
の

務
め
で
あ
り
、
子
育
て
に
は
、
愛
情
・
情

熱
・
忍
耐
が
必
須
で
、
＋
α
の
コ
ツ
が
必
要
」

と
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
は
、
寒
い
中
で
し
た
が
、

勇
ん
で
教
務
支
庁
周
辺
で
神
名
流
し
を
行

い
、
昼
食
を
と
り
な
が
ら
交
流
を
深
め
た
。

　

今
回
は
、
若
い
方
が
多
く
参
加
し
て
下

さ
り
、
大
変
和
や
か
に
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｓ
・
Ａ
）
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 いわき支部

 相双支部

「
よ
う
ぼ
く
成
人
講
座
」
開
催

　

相
双
支
部
（
目

黒
淳
支
部
長
）
で

は
、

10

月

20

日

（
日
）
、
福
相
分
教

会
に
お
い
て
木
島
勇
道
先
生

（
君
福
分
教
会
長
）
を
迎
え
、

震
災
以
降
、
相
双
支
部
と
し
て

初
め
て
の
「
よ
う
ぼ
く
成
人
講

座
」
を
開
催
、
42
名
が
参
加
し

た
。

　

「
信
仰
の
喜
び
と
実
践
」
と

題
し
、
優
し
い
口
調
と
分
か
り

や
す
い
話
で
、
先
生
自
身
の
体

験
と
実
際
に
起
こ
っ
た
出
来
事

が
紹
介
さ
れ
、
そ
の
時
々
の
心

境
と
親
神
様
の
ご
守
護
に
つ
い

て
詳
し
く
語
ら
れ
、
参
加
者
は

真
剣
に
話
に
聞
き
入
っ
た
。「
よ

う
ぼ
く
と
し
て
、
ま
た
信
仰
を

進
め
る
者
と
し
て
、
心
の
置
き

ど
こ
ろ
や
思
案
の
し
ど
こ
ろ
な

ど
、
大
変
心
に
響
く
お
話
で

あ
っ
た
。
」
「
勉
強
に
な
り
、
有

意
義
な
講
座
内
容
だ
っ
た
。
」

と
の
感
想
も
あ
っ
た
。

　

相
双
支
部
管
内
で
は
現
在
、

４
箇
所
の
教
会
が
生
活
し
て
い

る
。
震
災
に
お
い
て
失
っ
た
教

勢
を
元
に
戻
す
の
は
容
易
で
は

な
い
。
復
興
と
は
言
う
も
の
の
、

険
し
い
道
の
り
で
あ
る
。
し
か

し
、
「
千
里
の
道
も
一
歩
か
ら
」

と
の
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
よ
う

に
、
現
在
の
教
会
活
動
の
炎
を

絶
や
す
こ
と
な
く
、
僅
か
で
も
、

少
し
で
も
燃
や
し
続
け
、
衰
え

な
い
よ
う
、
今
後
も
「
出
来
る

こ
と
は
や
る
ぞ
！
」
の
精
神
で

活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

（
Ａ
・
Ｍ
）

「
よ
う
ぼ
く
成
人
講
座
」
開
催

　

い
わ
き
支
部
（
木

島
勇
道
支
部
長
）

で
は
、
10
月
14
日

（
日
）
、
磐
城
平
教

会
に
お
い
て
、
「
よ
う
ぼ
く
成

人
講
座
」
を
開
催
し
、
19
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
講
師
は
、
本

部
講
師
の
近
藤
直
光
先
生
（
湖

大
成
分
教
会
長
）
で
し
た
。

　

今
回
は
、
私
達
が
日
頃
遣
っ

て
い
る
「
こ
と
ば
づ
か
い
」
に

焦
点
を
当
て
、
ひ
な
が
た
か
ら

教
え
に
基
づ
く
理
想
的
な
言
葉

遣
い
を
学
び
ま
し
た
。
言
葉
の

遣
い
方
の
善
し
悪
し
に
よ
っ

て
、
受
け
取
る
側
の
印
象
が
大

き
く
変
わ
っ
て
く
る
こ
と
や
、

相
手
に
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え

る
こ
と
の
難
し
さ
を
、
班
で
の

お
し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム
や
講
師
の

お
話
、
テ
キ
ス
ト
な
ど
で
、
改

め
て
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
先
生
ご
自
身
が
身

上
を
ご
守
護
い
た
だ
い
た
話
な

ど
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
い
て
、

共
々
に
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

せ
っ
か
く
準
備
し
た
講
座
で

す
が
、
参
加
者
が
少
な
か
っ
た

の
は
と
て
も
残
念
で
す
。
次
回

は
よ
り
多
く
の
方
々
に
受
講
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
支
部
と

し
て
心
を
尽
く
し
た
い
と
思
い

ま
す
。　
　
　
　
　

（
Ｍ
・
Ｋ
）
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春
の
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り

　
　

３
月
26
日
（
火
）
～
29
日
（
金
）

26
日　

８
時 

教
務
支
庁
発
―
お
ぢ
ば
着

27
日　

神
殿
案
内
、
観
光
（
Ｕ
Ｓ
Ｊ
）
、
前
夜
祭

28
日　

式
典
、
直
属
ア
ワ
ー

　
　
　

20
時　

天
理
発

29
日　

７
時 
教
務
支
庁
着

　

参
加
費　

２
万
６
千
円

　

宿　

泊　

津
詰
所

 田村支部

　

田
村
支
部
（
平

澤
八
重
支
部
長
）

で

は
、　

11

月

18

日
（
日
）
、
三
春
分

「天理教基礎講座」開講予定

・7月 14 日（日）　福島テルサ

・9月 15 日（日）

 　喜多方プラザ文化センター

・11 月 17 日（日）

 　二本松市市民交流センター

　　いずれも 13 時 30 分開講。

　　講師は未定　　　　　 

「
よ
う
ぼ
く
成
人
講
座
」
開
催

教
会
に
お
い
て
柏
村
和
義
先
生

（
須
賀
川
分
教
会
長
）
を
迎
え
、

「
さ
あ
、
お
つ
と
め
」
を
テ
ー

マ
に
「
よ
う
ぼ
く
成
人
講
座
」

を
開
催
、
17
名
が
参
加
し
た
。

　

ま
ず
最
初
に
、
よ
う
ぼ
く
と

し
て
選
ば
れ
た
我
々
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
常
に
心
に
持
っ
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

し
、
「
お
つ
と
め
を
英
語
で
訳

す
と
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
。
神
様

に
対
し
て
は
お
つ
と
め
、
人
様

に
対
し
て
は
ひ
の
き
し
ん
、
自

分
に
対
し
て
は
た
ん
の
う
と
な

る
。
こ
れ
ら
は
信
仰
の
角
目
で

あ
る
。
」
と
話
さ
れ
た
。
そ
し

て
、
お
つ
と
め
を
つ
と
め
る
に

あ
た
っ
て
は
、
勇
み
心
、
合
わ

せ
る
心
、
陽
気
な
心
、
人
を
た

す
け
る
心
の
４
つ
が
大
切
で
あ

る
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
「
生
物

は
本
能
的
に
自
己
中
心
的
で
あ

る
か
ら
、
他
の
人
の
こ
と
を
思

う
よ
う
に
努
め
る
。
そ
れ
が
た

ん
の
う
に
な
る
」
と
話
さ
れ
、

陽
気
ぐ
ら
し
は
生
き
る
喜
び
を

味
わ
う
こ
と
で
あ
り
、
陽
気
ぐ

ら
し
の
為
に
た
ん
の
う
は
大
事

で
あ
る
と
さ
れ
た
。

　

先
生
ご
自
身
の
体
験
も
お
聞

か
せ
い
た
だ
き
、
と
て
も
分
か

り
や
す
く
、
改
め
て
お
つ
と
め

の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｓ
・
Ａ
）

「天理時報　普及推進大会」

  日時：立教１８２年 (平成３１年）４月２日　教区祭祭典後

  講師：本部員・松村登美和先生（本部布教部次長）

　『天理時報』を１教会１部の増加の上にお力添えをお願いします。


